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ご使用の前に

取り付け

操作方法

この度は「ソラクア」をご購入頂きありがとうございます。
ご使用の前に本書をよく読み、注意事項を守りご使用下さい。

また、本書は大切に保管しておいて下さい。
万一不具合、不明な点がございましたら、下記までお問合せ下さい。

◆配送時の衝撃等で電磁弁が開いている場合があります。
　お手数ですが手動操作をして復旧して下さい。
◆この説明書と製品保証書は、工事完了後は必ず管理者様、施主様
　（日常操作可能な方）にお渡し下さい。
　お手数をお掛けして申し訳ございませんが、よろしくお願い致します。

取付工事担当者様へ

日常ご使用して頂くお客様へ

ソラクア

Ｃ１０ＳL００１

ソーラー発電式コントローラー

【C10SL100　壁面アダプターセット】

◆冬季に凍結の恐れがある場合は、蛇口接続部分を外して、電磁弁内に残っている
　水を抜いて室内にて保管して下さい。
◆機械設備の為、正しい使用方法及び状態でも故障する可能性があります。
　万一故障した場合、使用製品以外の損害が発生する事もありますので、
　設定通りに作動しているか、水の出具合に漏水等の異常は無いか、
　散水箇所の植栽等に大きな変化は無いか必ず日常点検を実施して下さい。

◆本製品はソーラー（太陽光）発電によって、得た電力を動力源にしています。

   設置場所の検討、定期的な電池残量の確認をお願い致します。

   【2ページの注意事項も合わせて確認下さい。】

『＃１　プラスドライバー』が

別途必要になります。
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注意 注意事項を守らない場合には、怪我をしたり、製品が損傷する

警告 警告事項を守らない場合には死亡や重傷に至る重大な事故を

起こすおそれがあります。

取扱説明書に記載する表示について
本書には安全に関する重大な内容を表記してあります。
表示と意味は以下のようになっております。

本製品の製品保証については、製品出荷時に添付してある保証書をご参照下さい。

製品保証について

場合があります。

本体は簡単に
取り外し可能、
金属部は保護
して下さい。

ドリップチューブ、簡易ポイントタイプ：150～300Kpa
※コントローラー本体の作動水圧は100Kpa～500Kpaです。

使用水圧

・本体は平均して、1日5分以上の直射日光で充電するのが理想です。

・設置は、なるべく南側にし日光を遮る物は少なくして下さい。

・日照が確保出来ない場合には、

　操作盤部品を電磁弁部品から外して

　１週間に１度、日当たりの良い場所で

　充電して、ご使用下さい。

※金属部分に水分などが付着しない様、ビニール袋などで保護して下さい。

太陽光発電
についての
お願い

ご使用の前に1.

・本製品は自動散水制御専用の機器です。違う目的に使用したり、改造しないで下さい。
・電池切れによる停止や誤作動などの原因で、使用製品以外に深刻な損害の出る事があります。
　必ず日常点検を行い、電池切れや誤作動がないか確認して下さい。
・本製品を使用する場合は水道水をご使用下さい。汲み上げた水の場合は機器に不具合や
　誤作動が生じる事があります。
・冬季など凍結により内部電磁弁が破損する恐れがあります。蛇口から取り外して電磁弁内の
　水抜きを行って下さい。

・散水機器の使用は上水道もしくは、清水を必ず使用して下さい、井戸水、雨水などの
　場合には十分にろ過を行ってから使用して下さい。ろ過が不十分の場合には機器の動作
　不良の原因になります。
・散水機器を使用しての薬剤散布は行わないで下さい。
・散水機器のフィルター、本体の汚れは必要に応じて水で洗浄して下さい。溶剤、薬品は
　使用しないで下さい。
・付属の専用簡易保護カバーは凍結を完全に防止する物ではありません。
・リチウムイオン電池、センサーは当社指定の物をご使用下さい。
・グローベン自動散水システムは散水機器に適した範囲の水圧でご使用下さい。
　水圧が基準範囲外の場合、散水が機能しなかったり、機器が破損する場合があります。
　水圧が高い場合は給水側で水圧調整を行うか、専用の減圧弁をご使用下さい。
　適切な水圧については下記をご参照下さい。

・グローベン自動散水システムは散水を補助するものです。使用中に植物等に被害が
　生じても、当社は責任を負いかねますので予めご了承頂く様お願い申し上げます。
・設置の際には以下の場所を避けて下さい。機器が誤作動する場合があります。
　■高周波ノイズ・電界・磁界の強い場所
　■振動や衝撃の発生する場所
　■湿気や粉塵、腐食性ガス（アンモニア、亜硫酸等）のある場所
・コントローラーを取り外した後に、戻す際には必ず奥まで差し込んで下さい。差し込みが緩いと
　正常に動かない上に、雨水など金属部分にあたりサビや故障の原因となります。

No.C10-47-03
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梱包内容

注文内容によって同梱品が異なります。お手数ですが、設置前にご確認下さい。

●コントローラー本体

Ｃ1０ＳＬ１００

※耐圧ホース※壁面アダプター

●ホースコネクター ●16ｍｍアダプター

3/4・16ｍｍクイック
メイルアダプター

●蛇口アダプター
（蛇口水栓用コネクター）

以上各1個：電池とネジ以外は本体パッケージと別に同梱されています。

※両オスニップル ※取付用ビス：２本

壁面に合わない場合は別途ご用意下さい。

操作盤部品の詳細は

９ページも合わせて

ご参照下さい。

●ネジ口金 ●簡易保護カバー

Ｃ10ＳＢＣ200
Ｃ10ＰＰ522 Ｃ10ＰＰ512 Ｃ10ＰＪ724

●専用電池、ネジ

袋入り

Ｃ1０ＳL００１

各部の名称

リチウムイオン電池の入れ方

追加オプション
ソラクア用壁面アダプターセット
散水栓用

立水栓用

ソラクア本体は操作盤部品と電磁弁部品に分かれます。

①操作盤部品を電磁弁部品から取り外して、
　裏側の電池フタを開けます。

②付属の電池を＋－の電極方向に注意して入れて、
　フタを元に戻し、付属のネジで固定します。
　電池を入れたら電磁弁部品に取り付けします。

設定ボタン

設定ボタン

操作盤部品

太陽光パネル20Aメネジ（入側）

電磁弁部品

・『＃１　プラスドライバー』を別途ご用意の上、必ず付属のネジを固定して下さい。

・故障や事故の原因となりますので、付属している電池以外の物を使用しないで下さい。

・本体と電磁弁部分は奥までしっかり差し込んで下さい、動作不良や故障の原因となります。

操作盤裏面

出荷時、ネジは取り付け
してありません。
本体と一緒に梱包してあります。

20Aオネジ（出側）

電池を入れた直後は、画面に

上記表示がされます。

９ページ以降を参照に

各設定を行って下さい。

を押すと設定開始します。

部品を外すと２５Aでも
使用できます。

No.C10-47-03
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自在水栓、角口水栓には
取り付けられません。

①蛇口アダプターの
　ビスを緩めます。

②蛇口に取り付けてビスを
　３方向から均等に締めます。　

しっかり取り付けしないと

水漏れします。

④蛇口アダプターと本体を取り付け、
　保護カバーを下げます。

この部分を回します。

⑥16mmアダプターに16ｍｍ
　チューブを取り付けてから、
　ホースコネクターを取り付けて
　ネジ口金に差し込みます。

⑤ネジ口金を取り付けます。

※ネジ口金とホースコネクターの取り外しは15ページ参照

・16mmアダプターのキャップを

　外して、チューブに通した後

　チューブを奥まで差して、

　キャップを戻します。

③保護カバーを蛇口側にかぶせ、
　　ネジ部分を出します。

16ｍｍアダプター

ホースコネクター

・ゴムパッキンの付いてないネジ部分の接続には、必ずシールテープを
　して下さい、水漏れの原因になります。
・配送時の振動で電磁弁が開いている場合があります。電池を入れた後に
　手動で散水停止の操作をして下さい。

取り付け2.

注意事項

【C10SL001】立水栓への取り付け

蛇口アダプターについて

断面図

保護カバーについて

水栓コネクターの内部ゴムの「返し」まで
差し込まないと水道圧で抜ける恐れがあります。

保護カバーは合成繊維で出来ており、

若干の保温効果があります。

ただし、凍結を完全に防止する事は

出来ませんので冬季はコントローラー

本体を蛇口から取り外して下さい。

取り付け角度について

設置する際に３０度以上の

傾き（全方向）のある状態で

取り付けがあると故障の

原因となる恐れがあります。

返し

保護カバー

※追加オプションがある場合は、５ページ以降もご参照下さい。

30度以内 30度

① ②

③ ④

チューブとクイック継手の接続順序

※5 ～ 7 ページは追加オプションの説明となります、必要が無い場合は、8 ページへ。

No.C10-47-03
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この部分を回します。

⑨耐圧ホースと本体を付属のニップルで
　取り付けて、保護カバーを下げます。

⑦柱や壁面などにビスを取り付け、

　頭を少し出して、引っ掛けます。

　壁材に応じてビスやアンカーは別途ご用意下さい。

④口金のゆるめた部分をしっかり
　締めます。

⑥壁面用アダプターの両面テープの
　台紙をはがして、本体の背面に取り付けます。

　　（パッキンが蛇口に当たる様に）

⑤口金にホースを差し込みます。

締める。

両オスニップル

【追加オプション：C10SL100】壁面アダプターの取り付け

押しながらスライドさせて抜きます。

①耐圧ホースから口金を外します。

耐圧ホースの外し方

②口金の上下部品を

　ゆるめて2ｍｍ以上

　開けます。

③口金のビスをゆるめた後に　　

　蛇口に水平に当てて、ビスを　

　均等に締め付けします。

　
上

下

⑧保護カバーを耐圧ホースの先端にかぶせて、
　ネジ部分を出します。

取り付け ＜追加オプション＞2.

保護カバー

耐圧ホースについて

耐圧ホースの脱着部分は専用の形状に

なっています。市販のワンタッチ脱着

継手は取り付けられない場合もあり

ますのでご注意下さい。

⑪16mmアダプターを取り付けて、
　ネジ口金に差し込みます。

⑩ネジ口金を取り付けます。

16ｍｍアダプター

ホースコネクター

⑫16mmアダプターに16ｍｍ
　チューブを差し込みます。
　取付は4ページをご参照下さい。

・ゴムパッキンの付いてないネジ部分の接続には、必ずシールテープを
　して下さい、水漏れの原因になります。
・配送時の振動で電磁弁が開いている場合があります。電池を入れた後に
　手動で散水停止の操作をして下さい。

注意事項

No.C10-47-03
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両面テープは屋外での使用に適した物を

別途ご用意下さい。

【追加オプションＣ10ＳＢＢ111】減圧弁の取り付け
本体とネジ口金の間に減圧弁を
取り付けします。
ホースコネクターと16mmスタート
をそれぞれ取付けて差し込みます。
（右図参照）

取り付け2.

【追加オプション：C10SW502】レインセンサーの接続

注意事項

レインセンサーの取り付け方は２通り可能です。

以下の点に注意して、選択して下さい。

・センサー本体に雨が当たる様に、センサーは軒下などへの設置は避けて下さい。

・冬季は凍結防止のため、ソラクア本体を蛇口から取り外す場合があります。

本体に取り付ける場合

センサーに取付済のブラケット金具の
ネジを緩めて、金具を取り外します。
外したネジは元に戻します。
センサーを両面テープで上図を参考に、
本体側面に取り付けします。
ケーブルは長さに余裕を持たせて、短く
カットします。

センサー本体に付いているブラケット金具で
壁面などに固定します。
水栓が軒下などにあって、センサーに雨が
当たらない場合や、センサーを離して設置を
する場合が該当します。冬季は操作盤部品を
取り外した時は、電磁弁部品のケーブル結線
部を保護して下さい。

壁面に取り付ける場合

＜追加オプション＞

・ゴムパッキンの付いてないネジ部分の接続には、必ずシールテープを
　して下さい、水漏れの原因になります。
・配送時の振動で電磁弁が開いている場合があります。電池を入れた後に
　手動で散水停止の操作をして下さい。

注意事項

センサーは2種類の取り付け方法が選べます。

減圧弁

16ｍｍスタート

ホースコネクター
ネジ口金

No.C10-47-03
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センサー設置場所についての注意事項

本製品は『土（水を撒く場所の土壌）』と『センサー（内蔵の験湿板コルク）』との水分に対する湿潤や、

湿った状態からの乾燥具合が似ている事を利用して、験湿板コルクがセンサー内部のスイッチを干渉する

仕組みになっております。験湿板コルクは消耗品です。（詳細は１３ページをご参照下さい。）

日当たりや風通しの良い場所では験湿板コルクが早く乾き、日陰で風通しが悪ければ

験湿板コルクの乾きが遅くなり、散水の停止期間が長くなります。以下の場所は避けて設置して下さい。

軒下や物陰になる場所 子供が触れる低い場所 雨以外の水が掛る場所

1m以上

雨以外の水分（散水の水や家庭
排水など）が掛る事が想定される
場所

屋根や軒下で雨が当たらない
場所【センサーが働きません】

子供や動物が触れる高さの場所
（低くなる場合はセンサーの作動を
定期的にご確認下さい。）

▽ＧＬ

13mm
3mm

25mm
19mm

6mm

感知雨量の調節を行う場合には、センサーキャップを回転させ、希望する

降雨量の位置に設定します。強くひねるとピンが壊れるのでご注意下さい。

センサーが作動して、散水を中止した後の復旧時間は天候状況で変化します。

センサーキャップ下の換気孔のリングを回して、開き具合を調整すると乾燥

までの復旧時間が調整出来ます。

◆レインセンサーは自動散水を中止させる感知雨量を5段階で調節出来ます。

 （3mm、6ｍｍ、13ｍｍ、19ｍｍ、25ｍｍ）

レインセンサーの感知雨量調整

①センサーを壁面などに固定します。
　（ビスはセンサーに付属）

④操作盤部品を取り外して、センサーを取り付けて、元に戻します。

セ
ン
サ
ー
側

②センサーの結線を最適な長さに
　カットします。

セ
ン
サ
ー
側圧着端子

圧着端子（別売）などを使用して、

　接続して下さい。

③センサー用ケーブルに
　圧着端子を取り付けます。

操作盤部品と
電磁弁部品は
奥までしっかり
入れて下さい。

カット

裏側からケーブルを通して
端子に結線します。

センサーについて

レインセンサーの本体が

雨に当たらない場所にあると

十分に機能しません。

＜追加オプション＞レインセンサーの接続 の続き

No.C10-47-03
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スイッチをセンサー作動にして、降雨があり

センサーが働いている場合は現在時刻と、

「RAIN」表示され、自動散水は行われません。

手動運転は可能です。

レインセンサーの構造上、降雨時でも散水する場合,

晴天時でも散水されない場合があります。

以下のような場合は故障ではありませんので、

ご注意下さい。

①散水開始時刻の直前や散水中に雨が降り出した時に

　水が出ている場合

②散水開始時刻の数時間前にまとまった降雨があり、

　散水時刻になっても水が出ない場合

③コントローラー本体がセンサーとの接続を認識する

　のに１分程度かかりますので、設定を切り替えした

　直後は、画面表示が変わらない場合があります。

自動散水待機の時は現在時刻などが表示されます。 実行中のプログラム（ＰＲＯＧ）と
残り時間を表示をします。

※時間の右側のマークは点滅します。

上の例は
・火曜日１３時３４分（本日の現時刻）
・散水回数：１日２回設定済
※時間と分の間の「：」は点滅を繰り返します。

システムオフの設定をすると「OFF」が表示され

設定を残したまま、自動散水は行われません。

復旧手順は１４ページをご参照下さい。

ソラクアは常時液晶が表示されます。

液晶画面に何も表示されない場合や

通常とは異なる表示の場合には

本体故障などの異常が考えられます

ので、ご連絡下さい。

電池が消耗すると電池のマークの残量表示が、

無くなり散水出来なくなくなります。操作盤部品を
陽のあたる所に置いて、充電して下さい。

操作方法3.

液晶表示とコントローラーの状態

このコントローラーは液晶で現在の状態が確認出来ます。

現在時刻を表示（自動散水待機）

センサー作動時の液晶表示

システムオフ表示（散水休止） 電池消耗時の液晶表示

散水時の液晶表示

レインセンサーについて
覚えておいて頂きたい事

「ＣＯＮ」⇔「ＢＡＤ」が交互に表示されます。
操作盤部品と電磁弁部品が外れ掛けている場合があります。
操作盤部品を奥までしっかり差し込んで下さい。

本体接続不良の液晶表示

No.C10-47-03
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10

11

13

13

1４ⅰ．現在時刻の設定・・・・・・・・・・・・

ⅱ．散水プログラムの設定・・・・・・・・・

ⅲ．散水プログラムの確認・・・・・・・・・

ⅳ．センサーの設定・・・・・・・・・・・・

ⅴ．システムオフ【散水休止】・・・・・・・

1４ⅵ．リセット・・・・・・・・・・・・・・・

1４ⅶ．手動散水・・・・・・・・・・・・・・・

操作方法3.

・設定中でもボタンを20秒程押さない状態が続くと、自動的に待機状態に
　切り替わります。
・設定をやり直す場合、間違えた場合は最初から行います。
・本書の操作方法は現在時刻の表示から行う場合を記載してあります。

操作方法

・曜日
現在の曜日を表示
します。

・状態表示
設定モードなどを
表示します。

・時刻/時間
時刻/時間を表示
します。

現在時刻の表示（待機状態）

・充電残量
充電池の残量を
表示します。

・プログラム
プログラム番号を
表示します。

・散水中
散水時に点滅表示
します。

決定ボタン
設定した内容を
決定して、記録します。

手動ボタン
手動散水の開始、
手動散水の停止を
行う場合に使用します。
（14ページ参照）

メニューボタン
押す度に設定の
メニューが切り替わり
ます。（下記参照）

メニューボタンを押す度に切り替わります。

増減ボタン
時間などの増減や
変更をします。

現在時刻の設定 散水プログラムの設定

散水プログラムの確認センサーの設定リセット システムオフの設定

液晶画面

メニューボタンサイクル

操作盤部品

No.C10-47-03
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ⅰ．現在時刻の設定

散水プログラム設定を行わない場合は、 を数回押して、現在時刻表示にして下さい。

操作方法3.

・設定中でもボタンを20秒程押さない状態が続くと、自動的に待機状態に

　切り替わります。

・設定をやり直す場合、間違えた場合は最初から行います。

・ソラクアは２４時間表示です、午前と午後は選べませんのでご注意下さい。

を１回押して「ＴＩＭＥ」⇔「ＳＥＴ」が交互に点滅している時に、

「ＴＩＭＥ」⇔「ＳＥＴ」が、

交互に点滅している時に、

を押します。１：

を押すと設定画面へ切り替わります。

切り替わります。

で合わせて、

で「時」を合わせた後に、

を押します。２：時を

を押すと点滅箇所が「分」へ

切り替わります。

で「分」を合わせた後に、

を押すと点滅箇所が「曜日」へ

切り替わります。

で「曜日」を合わせた後に、

を押すと散水プログラム設定画面へ

で合わせて、 を押します。３：分を

で合わせて、 を押し、完了です。４：曜日を

を一度押すとやり直しが出来ません。最初からやり直して下さい。・

電池を入れた直後は、画面が右図の様に表示が

されます。 を押すと設定開始します。

ご購入後に

始めて、設定を

して頂く場合。

No.C10-47-03
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ポ
イ
ン
ト

操作方法3.

次ページに続く

ⅱ．散水プログラムの設定

・開始時間と散水時間を設定します。（完了時間の入力は不要）

・1日１回～6回まで設定可能です。

・設定が重複している場合は重複分がキャンセルされます。

・各プログラムは順番通りでなくても作動します。

・曜日間隔は初回の散水日が基準です。詳細は次ページを参照して下さい。

で「OFF」を選ぶと設定なしになります。（散水プログラムを入力しない場合）

を２回押して「PROG」⇔「ＳＥＴ」が交互に点滅している時に、

「PROG」⇔「ＳＥＴ」が、

交互に点滅している時に、

を押します。１：

を押すと設定画面へ切り替わります。

を押して「P1」の設定を行います。

「PROG」⇔「ＳＥＴ」「P1」「on」が

交互に点滅している時に、

2：

を押すと設定画面へ切り替わります。

で合わせて、 を押します。３：時を

切り替わります。

で「時」を合わせた後に、

を押すと点滅箇所が「分」へ

で合わせて、 を押します。４：分を

切り替わります。

で「分」を合わせた後に、

を押すと設定画面が水をまく時間へ

で合わせて、 を押します。５：散水時間を

切り替わります。

で「散水時間」を合わせた後に、

を押すと設定画面が曜日間隔へ

プログラム番号は順番通りでなくても
可能です。

No.C10-47-03
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前ページの続き ⅱ．散水プログラムの設定

Ｐ１の設定が終わると最初に戻って、Ｐ２の設定となります。Ｐ６まで設定が可能です。

Ｐ６まで順番に行くと、「ＤＥＭＯ」⇔「ＰＲＯＧ」が交互に点滅し、散水プログラムの

を数回押して現在時刻表示にして下さい。

確認が行えます。６回分の入力が必要ない場合や散水プログラムの確認が不要な場合、

で合わせて、 を押します。６：散水日の間隔を

切り替わります。

で「散水日間隔」を合わせた後に、

を押すと設定画面が「P2」へ

ソラクアの散水日間隔は設定画面には日曜が必ず表示されます（下記参照）が、
画面表示とは異なり、設定後に散水される日で基準が代わります。
例えば火曜19時前に設定完了し、開始時間が19時以降で設定してある場合は、
『火曜日＝基準日』となり、開始時間が1９時以前しか設定されていない場合は、
『水曜日＝基準日』として、曜日間隔がカウントされます。

間隔：0 毎日 間隔：1日おき 間隔：2日おき

間隔：3日おき

間隔：6日おき

間隔：4日おき 間隔：5日おき

・設定作業した時刻と曜日が基準になります。散水プログラム設定後に曜日を変更しても
　同様です。
・液晶表示は曜日間隔のイメージを表しており、実際の散水日とは異なります。必ず日曜に
　出る訳ではありません。

散水プログラム設定で
現時刻以降から
午前 0時の間に

開始時間設定

開始時間設定

当日が基準

翌日が基準

あり

なし

「散水日の間隔」

No.C10-47-03
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ⅳ．センサーの設定

ⅲ．散水プログラムの確認

入力してあるプログラムを開始時間、散水

時間、散水日を２回ずつ表示します。

（複数設定してある場合はＰ１から順番に

表示されます。）いずれかのボタンを押すと

現在時刻表示に戻ります。

散水プログラムが設定されていない
場合は表示されません。

を3回押して「DEMO」⇔「PROG」が交互に点滅している時に、

「DEMO」⇔「PROG」が、

交互に点滅している時に、

を押します。１：

を押します。

「ON」はセンサー作動です。

出荷時の初期設定は「OFF」です。

センサー取付け後に設定操作を行って下さい。

変更後に

現在時刻に戻ります。

を押すと

・オプションのセンサーを取り付けしていない
　場合は設定しないで下さい。
・センサーは当社指定の物をご使用下さい。

を４回押して「SENSOR」が点灯している時に、

「SENSOR」が点灯している時に

を押します。１：

を押すと時計表示が切り替わります。

を押して変更し、 を押します。２：

レインセンサーの仕組み

スイッチOFF=回路通電 スイッチON=回路遮断

コルクが湿って

膨張した状態
乾燥した状態

験湿板コルクは消耗品です。膨張と
乾燥を繰り返す内にコルク自体が
劣化してセンサーの機能が正常に
作動しなくなる場合があります。
験湿板コルク内蔵のセンサーキャップ
のみの販売もしておりますので、
取付工事業者や販売店などへ
お問い合わせ下さい。
（交換時期の目安は５年程度です。）
【商品コード：Ｃ１０ＳＷ５００】

験湿板コルクについて
晴天の時 雨が降ると…

験湿板コルク
内部拡大

験湿板コルク
内部拡大

７ページも合わせて、ご覧下さい。

No.C10-47-03
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システムオフからの復旧手順

手動散水中は設定が出来ません。

手動散水が終わると待機状態に

戻ります。

を押して散水時間を設定してから

で散水時間を設定して

ⅴ．システムオフ【散水休止】

ⅵ．リセット

システムオフの状態で

ボタンを１回

押します。

リセットされるのは散水プログラムと
センサー設定です。

ボタンを数回押して、現在時刻にします。

を５回押して「TURN」⇔「OFF」が交互に点滅している時に、

「TURN」⇔「OFF」が、

交互に点滅している時に、

を押します。１：

を押すと休止状態になります。

を押すと復旧して、設定画面になります、

を押さないとエラーになります。

を６回押して「RESET」が表示している時に、

「RESET」が表示している時に

を押します。１：

１：

を押すと画面が切り替わります。

をもう一度押すとリセットされ、設定内容が消去されます。

「SURE」が表示している時に

２：

を押すとリセットされます。

システムオフの間は
　手動散水出来ません。

ⅶ．手動散水

を押して「MANUL」⇔「ON」が交互に点滅している間に、

手動散水中にもう一度 を押すと「MANUL」と「OFF」が表示されて完了時間前に

途中で散水停止をして、現在時刻表示に戻ります。

「MANUL」⇔「ON」が点滅する間に、

を押します。（カウントダウンが始まり散水されます。）

を押すと手動で水が出ます。

システムオフの間は
　手動散水出来ません。

プログラム番号が消えます。

No.C10-47-03
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冬期の水抜き手順

１：蛇口を閉めて、水を止めます。

散水中の場合は手動停止して下さい。

３：電磁弁部品、下部のワンタッチコネクターを外します。

コネクターの可動部分をスライドさせて、ホースとコントローラーを取り外します。

２：手動操作をして、電磁弁内部の水を抜き、システムオフの状態にします。

１４ページ「手動散水」、「システムオフ【散水休止】」をご参照下さい。

この部分を
下にスライド
させます。

取り外した際に水が噴き出る場合がありますので、ご注意ください。

冬期は凍結による破損防止のため、使用を中止し、水抜きをして室内に保管して下さい。

この部分を回して外します。

４：電磁弁部品、上部のネジを外します。

上部のネジを回して、蛇口と本体（電磁弁部品）を取り外します。

５：電磁弁部品を逆さまにして、数回降って内部の水を抜きます。

本体を落とさない様にご注意下さい。

６：本体を室内の凍結しない場所で保管して下さい。

取り外したホースの内部に砂などが入らない様に、端部をテープ等で保護して下さい。

No.C10-47-03
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冬季の使用について
簡易コントローラーは寒い時期にそのままにしておくと破損する事があります。
必ず蛇口からの取り外しと水抜きを実施し、室内にて保管して下さい。

凍結による破損の仕組み

気温の低い時に電磁弁内に
水が残っていると・・・

凍結による体積膨張で
電磁弁が壊れて、水を
止められなくなります。

水は簡易コントローラー内部の電磁弁まで来ており、
通常は電磁弁が水を止めています。内部の水が凍ると
体積が膨張して電磁弁が破損し、水が止まらなく
なってしまいます。

サイズ

重量 380ｇ

電源
単３形リチウムイオン電池　１本使用【内蔵】

充電時間
※時間等は参考の数値です。

１２０分の直射日照で７日間使用可能

１４日間充電で６０日間使用可能

設定時間 １分　～１２０分

設定回数 １回～６回

曜日間隔指定可能

給水接続口径
20A（電磁弁）

１１８×１５２×９０

入：20Aメネジ【25Ａも可】/ 水栓コネクター（付属)

出：20Aオネジ/16mmアダプター（付属）

（単位：ｍｍ）

設定曜日

【指定の電池以外は使用しないで下さい。】

商品仕様

水抜きからの復旧方法

１：操作盤面の電池残量を確認します。

電池残量が少ない場合は、直射日光の当たる場所で充電して下さい。

電池が無くなると自動散水されません。

２：蛇口と本体、ホースを取り付けします。

４ページ以降の「取り付け」の手順と、1５ページの「冬季の水抜き」の手順をご参照下さい。

３：システムオフから復旧した後、蛇口を開け、試しに手動散水を行います。

1４ページの「システムオフ【散水休止】」の復旧手順および「手動散水」をご参照下さい。

４：設定が正しく入力されているか確認して下さい。

１０ページ以降の「操作方法」を参照下さい。

ここまで水が来ています。
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